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14113 言語学
Linguistics 

１年次～
通年
４単位

猿田　知之 E　Pe　Pc　C選必　W　F

日本語選必(Ｅ・Ｐｅ・Ｐｃ・Ｃ)

言語学にふれる

努力目標:外国語の知識が増えれば、それだけ世界がひろまることが実感でき、同時に気軽に外国語に触れる態
度が養われる。

１回．ことばと人間。
２回．人間言語の特色とは何か。
３回．言語学の成立。
４回．言語学の展開。
５回．音声の分類と各言語の音声比較。
６回．音韻体系と音素。
７回．アクセントと各言語。
８回．世界の文字。
９回．アジアの文字（漢字とハングル）。
１０回.　語とは何か。
１１回． 語の構成と分析。
１２回． 語には体系があるか。
１３回.  辞典の話。
１４回． 語と文の中間にある「句」について。
１５回． 総括と後期講義ガイド。

１６回． 統語論について。
１７回.　文の構造を学ぶ（日本語と英語を比較する）。
１８回.　文生成について（生成文法の初歩を学ぶ）。
１９回.　文法的カテゴリーの設定と種類。
２０回.　文法的カテゴリーⅠ（性・教）。
２１回.　文法的カテゴリーⅡ（人称・格）。
２２回.　文法的カテゴリーⅢ（テンス・アスペクト）。
２３回.　文法的カテゴリーⅣ（ヴォイス）。
２４回.　文法的カテゴリーの配列。
２５回.　意味とは何か（意味論）。
２６回.　語の意味Ⅰ（意味関係）。
２７回.　語の意味Ⅱ（意味変化）。
２８回.　隠喩とメトノミー（認知言語学の初歩を学ぶ）。
２９回.　文の意味を考える。
３０回.　総括、言語学的に考えるとはどういうことか。

参）佐久間淳一著『言語学入門』（研究社）1,800円＋税

試験成績を主とし、出席率を加味する。

次回講義で学習する専門用語の調べを指示する。

http://www.icc.ac.jp/


